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ボールデータ 
 
カバーストック S53 ｿﾘｯﾄﾞﾘｱｸﾃｨﾌﾞ 
コア  クレイジーコーン[対称] 
カラー  ブラック／イエローｵﾚﾝｼﾞ 
表面仕上げ ﾎﾟﾘｯｼｭ 
慣性（RG） 2.55 
フレアポテンシャル ⊿RG 0.045 
コンディション ミディアム 
重さ  12－16 ポンド 
 

 

コ ア … このクレイジーコーンコアは RG2.55／ΔRG.045／フレア幅５インチの対称コア

です。フロントは適度に走り、ミッドレーン後半から徐々に回転スピードが上がっていきます。

我々のテストで一番良いリアクションを得られたのは、４インチと５．５インチのレイアウトで

す。 
カバーストック … カバーはイエローとブラックのミックスで、箱出し状態ではポリッシュされ

ています。マニアックの S50 よりもやや強めの S53 です。ドライでの反応は適度に早めです。

オイル上の摩擦も中程度です。 

メーカーのコンセプト … 900 グローバルのエリック・トーマス曰く “コアは、フレアポテンシ

ャルはクリーチャーと同じくらいですが、RG（2.55）は高めになっています。ミドルプライスの

価格帯で、抜き出たパフォーマンスと汎用性を持ち合わせたボールをボウラーに提供すべく

このボールを開発しました。このコアとカバーのコンボを見れば、ボウラーはきっとこのパフォ

ーマンスをミッドプライスで提供しようとする我々のことを正気ではないと思うかもしれませ

ん。”  
テスト結果 … ルナティックはミディアムコンディション用のミディアムフックボールです。この

ボールに一番近いのはマニアックですが、マニアックはやや早め＆大きめに曲がります

（S50 カバーの 1000 番サンディングの場合）。 その一方で、ルナティックはバウンティやブ

レイクシリーズのようなオイル系グループの下に属します。しかし、リンクシリーズよりも強く



反応し、大きくフックします。 
推奨コンディション … ルナティックは、平均的なオイル長のミディアムレーンでもっとも威力

を発揮しました。その軌道は、アンギュラーというよりよく“転がる”感じです。これらのミディア

ムパターンでは 20 のところから適度なスキッドと戻りを得ることができました。ヘビーコンディ

ションでは、この価格帯から選ぶとすればマニアックの方が合っているようでした。不思議な

ことに、1000 番でラフに仕上げた場合、ルナティックはマニアックよりも板目１～２枚大きく曲

がりました。ライト＆ショートパターンでは、５．５インチと６．２５インチのレイアウトが一番よく、

充分なスキッドとバックエンドパワーが出ました。 

 


